
　

住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に
、
５

年
前
の
法
改
正
で
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
あ
ん

し
ん
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
）
が
設
置
さ
れ
た
。
千
葉
市
は

12
カ
所
。
中
学
校
区
に
１
カ
所
の
目
標
に
対
し
あ
ま

り
に
少
な
い
。
介
護
予
防
プ
ラ
ン
作
成
や
相
談
に
追

わ
れ
、
認
知
症
、
権
利
擁
護
、
虐
待
問
題
な
ど
包
括
的

な
対
応
が
十
分
と
れ
て
い
な
い
と
、
増
設
を
求
め
て

来
た
が
、次
期
計
画
で
24
カ
所
に
。

　

高
齢
化
率
は
現
在
約
21
％
。
年
に
１
％
の
割
合
で

増
え
、３
年
後
に
は
４
人
に
１
人
が
高
齢
者
。介
護
と

医
療
の
連
携
、
24
時
間
対
応
訪
問
介
護
・
看
護
な
ど

新
た
に
取
り
組
み
、
地
域
資
源
の
確
保
と
在
宅
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
を
求
め
た
い
。

市
民
の
声
か
ら
粉
塵
対
策
へ

一
般
質
問
よ
り

千葉市は公金を投入すべきか ?!
組合施工（民間）の区画整理事業に

　９月議会に引き続いての質問で

す。対策室は「庁内関係課の連携強

化によって対応していく」と、答弁

は変わりません。しかし、空間放射

線量の測定、食材検査など、業務は

明らかに増え、積算線量計の貸し出

しも始まりました。環境局担当課の

悲鳴が聞こえそうです。

　また市民の測定については「食品

中の放射性物質を測定するために

は、検査に適した環境が必要。専門

的知識や技術が必要で、現在の消費

生活センターでの測定は困難」と、

まるでやる気なし！

　柏にある民間の放射能測定器レ

ンタルスペース「ベクミル」は、専門

の検査機関と違い、利用者本人の手

で測定し、その場で結果の確認がで

きると、予約が殺到しています。「市

民に無料で提供されるべきサービ

ス」とは、ベクミルの社長さんの弁

でもあります。

　これから長く続く放射能との闘

いに遅れることなく乗り切るため

に対策室を設置し、横断的な情報収

集と迅速な判断をすることが必要

ではないでしょうか。

まだまだ！ 千葉市の放射能対策
放射能対策室の設置や、消費生活センターで市民が
食品の放射能測定ができる体制づくりを求めました。

　

平
成
元
年
に
始
ま
っ
た
南
部
蘇
我

土
地
区
画
整
理
事
業
は
事
実
上
の
破

た
ん
状
態
。
バ
ブ
ル
崩
壊
で
地
価
が
下

落
し
、
計
画
通
り
保
留
地
処
分
が
で
き

ず
、
組
合
は
銀
行
へ
の
返
済
が
滞
り
、

訴
訟
を
起
こ
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
千
葉

市
は
、
関
係
者
と
し
て
話

し
合
い
へ
の
参
加
を
要
請

さ
れ
、
今
年
10
月
に
裁
判

所
よ
り
和
解
案
が
示
さ
れ

ま
し
た
。

　

組
合
に
賦
課
金
９
億
円

と
３
億
円
の
保
留
地
売
却
、

保
証
人
に
３
億
円
の
負
担
、

千
葉
市
に
補
助
金
３
億
５

千
万
円
を
求
め
、
銀
行
は

遅
延
損
害
金
や
元
本
の
一

部
放
棄
と
い
う
も
の
で
す
。

　

民
間
へ
の
公
金
投
入
と

い
う
重
い
案
件
で
あ
り
、

審
査
す
る
常
任
委
員
会
で

は
、
議
会
で
は
初
め
て
の

参
考
人
招
致
を
行
い
、
現

理
事
長
か
ら
意
見
を
聴
取

し
ま
し
た
。

　

市
民
ネ
ッ
ト
で
は
、
都

市
計
画
道
路
建
設
が
計
画

延
伸
に
多
大
な
影
響
を
与

え
た
こ
と
、
事
業
の
公
共

性
、
ま
た
、
若
い
世
代
も
多
く
住
み
、
市

に
と
っ
て
も
有
益
な
地
域
で
あ
る
こ

と
、
和
解
が
不
調
に
終
わ
り
土
地
の
権

利
が
確
定
し
な
い
場
合
、
本
登
記
が
で

き
な
い
等
の
デ
メ
リ
ッ
ト
を
検
証
し
、

事
業
権
者
と
し
て
の
千
葉
市
の
責
任

は
大
き
く
、
組
合
設
立
時
や
事
業
期
間

内
の
運
営
に
問
題
点
は
あ
る
が
、
今
は

事
業
収
束
の
優
先
度
が
高
い
と
判
断

し
、和
解
議
案
に
賛
成
し
ま
し
た
。

　

高
品
町
に
お
住
ま
い
の
方
か
ら
、

夏
場
に
黒
い
粉
塵
が
飛
ん
で
き
て
、

窓
も
開
け
ら
れ
な
い
と
い
う
声
を

聞
き
ま
し
た
。
３
年
前
に
市
に
相
談

し
た
も
の
の
、
反
応
は
鈍
か
っ
た
と

の
こ
と
で
す
。

　

そ
の
後
、
育
児
の
合
間
に
、
マ
マ

友
と
協
力
し
て
粉
塵
を
集
め
た
り
、

ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た
り
、
風
向
き

の
デ
ー
タ
を
ま
と
め
た
り
、「
粉
塵

カ
フ
ェ
」
を
開
い
て
、
多
く
の
人
に

関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
な
ど
地
道

な
努
力
を
重
ね
て
き
た
と
の
こ
と

で
す
。

　

今
回
、
相
談
を
受
け
て
議
会
質
問

で
取
り
上
げ
た
と
こ
ろ
、
粉
塵
に
は

鉄
分
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。
臨
海
部
の
工
場

か
ら
の
も
の
と
推
測
さ
れ
、
工
場
に

対
す
る
指
導
の
徹
底
、
原
因
の
調

査
・
検
討
を
行
う
と
の
回
答
を
得

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

市
民
が
諦
め
ず
に
、
市
民
同
士
の

連
携
で
デ
ー
タ
を
多
方
面
か
ら
集

め
た
こ
と
が
功
を
奏
し
た
と
い
え

ま
す
。
根
本
的
解
決
に
は
時
間
が
か

か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
市
民
・

企
業
・
行
政
が
連
携
し
、
調
査
や
対

策
を
進
め
る
こ
と
を
強
く
求
め
ま

し
た
。

　

盲
ろ
う
者
は
、
全
国
に
２
万
２
千

人（
18
年
度
厚
労
省
調
査
）、
千
葉
県

に
は
１
０
４
９
人
（
22
年
度
末
全
国

盲
ろ
う
者
協
会
調
査
）
い
る
と
さ
れ

ま
す
が
、
障
害
の
程
度
は
さ
ま
ざ
ま

で
す
。
支
援
の
方
法
も
一
様
で
は
な

く
、
移
動
支
援
や
通
訳
・
介
助
等
の

公
的
サ
ー
ビ
ス
は
、
本
人
に
情
報
が

届
か
な
け
れ
ば
使
え
ま
せ
ん
。

　

荒
川
区
で
は
、
盲
ろ
う
者
の
訪
問

調
査
で
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
東
京
都

盲
ろ
う
者
支
援
セ
ン
タ
ー
と
の
連

携
に
よ
り
情
報
を
届
け
、
社
会
参
加

に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

　

千
葉
県
に
は
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
千
葉

盲
ろ
う
者
友
の
会
が
あ
り
、
研
修
や

通
訳
・
介
助
者
派
遣
、
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
ど
こ
に
当
事
者
が
い

る
か
わ
か
ら
な
い
た
め
、
情
報
が
届

け
ら
れ
ず
、
県
内
登
録
者
は
た
っ
た

26
名
で
す
。

　

千
葉
市
内
の
盲
ろ
う
者
の
把
握

と
、
支
援
の
必
要
性
に
つ
い
て
質
問

し
ま
し
た
。
市
は
、
障
が
い
者
手
帳

の
突
合
を
行
い
、
重
複
障
害
が
あ
る

46
人
の
う
ち
、
ま
っ
た
く
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
て
い
な
い
23
人
の
訪
問

調
査
を
行
い
、
友
の
会
と
連
携
を
取

り
な
が
ら
支
援
を
行
う
と
の
答
弁

で
し
た
。

　

災
害
時
は
情
報
難
民
と
も
な
る

盲
ろ
う
者
で
す
。
地
域
の
助
け
合
い

に
つ
な
げ
る
た
め
に
も
、
市
の
積
極

的
な
取
り
組
み
を
期
待
し
ま
す
。

盲
ろ
う
者
の
社
会
参
加
を
！

代表質問より

山
田
京
子

あんしんケアセンター24カ所に

介護保険事業計画策定中
湯浅美和子


